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「
子
育
て
支
援
事
業
」

　

保
小
中
の
給
食
費
無
料
化
に
保
育

園
給
食
の
三
歳
以
上
児
の
主
食
無
償

化
を
新
た
に
加
え
、
小
学
校
音
楽
室

に
エ
ア
コ
ン
の
新
設
、
中
学
校
図
書

館
に
書
架
整
備
を
行
い
、
教
育
環
境

の
改
善
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
昨

年
度
全
児
童
生
徒
に
配
布
し
た
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う

学
習
ソ
フ
ト
の
導
入
を
行
い
、
Ｂ
＆

Ｇ
財
団
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
加

藤
正
治
先
生
を
題
材
と
し
た
マ
ン
ガ

を
制
作
・
配
布
し
、ふ
る
さ
と
に
対
す

る
興
味
・
関
心
の
向
上
に
つ
な
げ
、出

産
育
児
一
時
金
の
補
助
の
新
設
、
結

婚
祝
金
・
出
産
祝
金
・
入
学
祝
金
・
奨

学
金
貸
付
制
度
な
ど
に
よ
り
、
安
心

し
て
健
や
か
に
産
み
育
て
ら
れ
、
次

代
を
担
う
子
ど
も
達
が
個
性
豊
か
に

助
サ
ー
ビ
ス「
も
り
び
と
」に
よ
り
村

民
相
互
の
支
え
合
い
に
よ
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
、
高
齢
者
の
安
全
安
心

で
健
康
な
暮
ら
し
の
継
続
に
よ
り
健

康
長
寿
を
目
指
し
ま
す
。

「
産
業
振
興
事
業
」

　
「
道
の
駅　

い
く
さ
か
の
郷
」
を
拠

点
と
し
て「
山
村
活
性
化
対
策
事
業
」

を
活
用
し
、
生
産
者
組
合
員
の
農
産

物
等
の
出
荷
増
に
つ
な
げ
、
観
光
案

内
看
板
や
村
内
周
遊
用
レ
ン
タ
サ
イ

ク
ル
に
よ
る
観
光
振
興
、
雇
用
創
出

等
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
ほ
か
、
コ

ロ
ナ
禍
の
困
難
な
時
期
を
乗
り
切
る

た
め
、
村
民
の
皆
さ
ん
全
員
に
村
内

で
使
用
で
き
る
一
万
円
分
の「
生
活

育
ま
れ
る
環
境
づ
く
り
と
教
育
の
充

実
強
化
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

「
福
祉
の
村
づ
く
り
事
業
」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
新

し
い
生
活
様
式
の
定
着
に
向
け
た
感

染
予
防
の
啓
発
等
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
高
齢
者
の
保

健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
な
実

施
の
た
め
、
健
康
診
断
の
受
診
勧
奨

や
健
診
結
果
を
も
と
に
個
別
的
な
保

健
指
導
や
集
団
健
康
教
室
を
新
た
に

行
い
、
引
き
続
き
介
護
予
防
普
及
啓

発
事
業
、
高
齢
者
の
低
栄
養
防
止
・

重
症
化
予
防
事
業
、
元
気
塾
・
生
坂

お
と
こ
塾
、
認
知
症
総
合
支
援
、
高

齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
運
営
、

福
祉
輸
送
サ
ー
ビ
ス
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
、
障
が
い
者
の
自
立
支
援
な
ど
を

充
実
対
応
す
る
と
と
も
に
、
有
償
援

応
援
商
品
券
」
を
配
布
し
、
さ
ら
に

プ
レ
ミ
ア
ム
率
五
〇
％
の「
い
く
さ

か
マ
ル
得
商
品
券
」
も
発
行
し
地
域

経
済
を
支
え
る
と
と
も
に
、
有
害
鳥

獣
に
よ
る
被
害
拡
大
に
対
し
、
複
数

人
で
共
同
設
置
す
る
場
合
の
補
助
制

度
及
び
狩
猟
免
許
の
取
得
更
新
費
用

の
一
部
を
支
援
し
、
農
業
、
商
工
業
、

観
光
の
振
興
、
六
次
産
業
化
等
に
よ

り
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

「
地
域
活
性
化
対
策
等
事
業
」

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
や
電
子

マ
ネ
ー
で
税
金
、
各
種
料
金
等
の
支

払
い
が
で
き
る
よ
う
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
裁
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
村

民
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上
を
図

り
、
村
内
の
産
業
・
経
済
の
担
い
手

の
確
保
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
た
め

「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
」

の
立
ち
上
げ
を
推
進
し
、
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
の
助
成
金
を
活
用
し
て
、
小
中
学

校
の
授
業
で
も
使
用
し
て
い
る
プ
ー

ル
の
缶
体
、プ
ー
ル
サ
イ
ド
、屋
根
及

び
側
面
等
を
改
修
し
、
消
火
栓
の
更

新
や
各
区
の
避
難
所
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ

の
環
境
整
備
、
雨
水
の
流
出
抑
制
よ

る
流
域
治
水
対
策
の
取
組
等
を
目
的

と
し
て
設
置
す
る「
雨
水
貯
留
施
設
」

に
対
し
て
の
補
助
の
新
設
な
ど
に
よ

り
、防
災・減
災
対
策
を
一
層
進
め
て
、

安
全
安
心
な
生
活
の
確
保
及
び
人
口

減
少
対
策
、
地
域
・
村
の
活
性
化
に

努
め
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
重
視

し
て
、
村
民
主
役
の
村
政
運
営
を
心

が
け
、山
紫
水
明
の
豊
か
な
自
然
、先

人
が
築
き
上
げ
た
伝
統
文
化
を
守
り

育
て
る
た
め
に
協
働
に
よ
る
村
づ
く

り
を
進
め
、
第
六
次
総
合
計
画
の
将

来
の
姿
「
確
か
な
暮
ら
し
を
明
日
に

つ
な
ぎ　

明
る
く　

健
や
か
に
生
き

る
村
」に
向
け
て
、引
き
続
き
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
当
初
に
当
た
り
、
重
点
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

確
か
な
暮
ら
し
を
明
日
に
つ
な
ぎ

　
明
る
く
健
や
か
に
生
き
る
村

令
和
三
年
度
の
当
初
の
挨
拶

生
坂
村
長
　
藤
澤 

泰
彦
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歳 出

前年度
歳 出

前年度
歳 入

［単位：万円］

［単位：万円］

歳 入

［単位：万円］

［単位：万円］

商工費 2,076
その他 229

（単位：万円）（単位：万円）

前年度対比9.6％増

項　　　目 予算額 構成比

合　　　計 209,700 100.0%

【歳入の内訳】 【歳出の内訳】

総 務 費
（ 総 務 管 理 費 ）
（住民基本台帳費）
民 生 費
（ 社 会 福 祉 費 ）
（ 児 童 福 祉 費 ）
（就労センター運営費）
衛 生 費
（ 水 道 費 ）
（ 保 健 衛 生 費 ）
（ 清 掃 費 ）
公 債 費
農林水産業費
（ 農 業 費 ）
教 育 費
土 木 費
（ 道 路 橋 梁 費 ）
消 防 費
議 会 費
商 工 費
そ の 他

47,546
（42,599）
（1,902）
40,859
（27,284）
（11,204）
（2,371）
17,370
（8,839）
（5,363）
（3,168）
27,660
20,937
（18,935）
22,860
16,004
（8,282）
6,360
4,555
5,315
234

22.7%
（20.3％）
（0.9％）
19.5%
（13.0％）
（5.3％）
（1.1％）
8.3%
（4.2％）
（2.6％）
（1.5％）
13.2%
10.0%
（9.0％）
10.9%
7.6%
（3.9％）
3.0%
2.2%
2.5%
0.1%

項　　　目 予算額 構成比

合　　　計 209,700 100.0%

前年度予算額19億1,300万円

20億9,7０0万円20億9,7０0万円
令和3年度 村の一般会計当初予算

総務費
47,546

地方交付税
98,000

地方交付税
99,000

地方債
24,910

地方債
28,990

村税
15,758

村税
15,094

繰入金
14,951

繰入金
11,545

県支出金
9,895

国庫支出金
13,955

国庫支出金 7,482

その他 19,710

その他
32,231

民生費
40,859

公債費
27,660

教育費
22,860

農林水産費
20,937

土木費
16,004

衛生費
17,370

総務費
34,167

民生費
39,509

衛生費
27,011

公債費
24,866

農林水産費
22,635

教育費
16,552

土木費
14,538

消防費 6,360
議会費 4,555
商工費 5,315 その他 234

消防費 5,370
議会費 4,347

県支出金 9,479

地 方 交 付 税
村 債
村 税
（ 固 定 資 産 税 ）
（ 村 民 税 ）
（ 軽 自 動 車 税 ）
（ 村 た ば こ 税 ）
繰 入 金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
使用料及び手数料
地方消費税交付金
地 方 譲 与 税
（自動車重量譲与税）
（地方揮発油譲与税）
（森林環境譲与税）
財 産 収 入
分担金及び負担金
繰 越 金
そ の 他

98,000
24,910
15,758
（9,008）
（5,825）
（771）
（154）
14,951
13,955
9,895
6,575
3,812
2,407
（1,669）
（598）
（140）
2,410
651
500

15,876

46.7% 
11.9% 
7.5% 
（4.3%） 
（2.8%） 
（0.4%） 
（0.1%） 
7.1% 
6.7% 
4.7% 
3.1% 
1.8% 
1.2% 
（0.8%） 
（0.3%） 
（0.1%） 
1.2% 
0.3% 
0.3% 
7.5% 
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令和 3 年度 当初予算における重点事業

事　業　名 事　業　内　容 事業費

福
祉
の
村
づ
く
り
事
業

社会福祉事業
社会福祉協議会の運営「かしわ荘」、「はるかぜ」指定管理、緊急宿泊支援事業、
デイケア事業、生活支援コーディネーター配置・有償援助サービス「もりびと」
運営、特定疾患の方への見舞金

1,471 万円

生活支援等サービス事業 軽度支援、介護予防一般高齢者支援、配食サービス、寝たきり老人理髪給付、
介護予防福祉用具レンタル助成事業、住宅改修助成事業 981 万円

福祉有償運送サービス事業 通院介助（自宅と病院間の移送や日常生活用品購入のための移送） 735 万円

高齢者生活福祉センター運営 高齢者生活福祉センター管理運営事業 689 万円

敬老イベント事業 高齢者が一同に集い、長寿を祝う「いくさか敬老の日」を実施 264 万円

高齢者医療環境対策事業
高齢者訪問診療事業、後期高齢者医療人間ドック助成、一人暮らし高齢者緊
急通報装置等設置事業、国民健康保険脳ドック助成金、後期高齢者医療脳
ドック助成金、高齢者の保健事業と介護予防の一体的事業

755 万円

保健衛生事業 新型コロナワクチン接種対策事業 695 万円

子
育
て
支
援
事
業

福祉医療・扶助 村単福祉医療費で18歳まで措置 448 万円

子ども・子育て支援事業 子育て支援、ファミリー・サポート・センター事業、病後児保育事業、欠食、孤
食防止対策事業、保育園給食３歳以上児の主食無償化 439 万円

児童福祉事業 健やかに産み育む子育て支援金（水道料の軽減による生活支援）、認可外保
育施設を利用されている方への交付金 222 万円

保健衛生・扶助

出産祝金、出産費助成、子育て支援犀龍小太郎助成、妊婦健診・不妊治療助
成、こども・高齢者インフルエンザ予防接種助成、各種ワクチン接種助成、産
後ケア委託事業、乳幼児健診（助産師、視能訓練士、臨床心理士、理学療法士、
小児科医師、歯科医師）、産婦健診事業、自殺対策事業、歯科診療所の滅菌
器等の更新、２歳未満の乳幼児に対するもえるごみ袋の交付

1,106 万円

教育振興事業
入学祝金、小学校学級支援員、奨学金貸付、北海道標津町交流事業、小学
校図書館司書配置、小学校音楽室エアコン設置工事、中学校図書館書架整
備事業

1,643 万円

社会教育事業
（児童館・生涯学習）

放課後子どもプラン推進事業、学習支援員、村図書館司書及び児童支援員
配置（児童クラブ事業）、ブックスタート事業、偉人マンガの製作と活用事業

（加藤正治氏の生涯をマンガ化する事業）
1,085 万円

学校給食事業 安心・安全な給食の提供と地産地消など食育につながる補助、給食費無料
化補助等、アレルギー食対応専任職員の設置 736 万円

産
業
振
興
事
業

農業振興事業 新規就農総合支援事業、人・農地プラン、農業再生協議会交付金、、県営中
山間総合整備事業負担金 4,145 万円

農業公社運営 農業公社運営等の補助（農地保有合理化、新規就農者支援及び研修事業、
農業指導事業、施設整備補助事業 3,400 万円

農用地活性化対策及び遊
休農地解消対策 中山間地域直接支払事業、多面的機能支払推進交付金事業 1,393 万円

里山整備事業
松くい虫対策事業、ライフライン等保全対策事業（道路の支障木伐採）、有
害鳥獣対策事業（狩猟免許取得等補助金、機具設置補助）、里山整備事業、
薪ステーション運営事業、鳥獣被害対策実施事業

1,575 万円

商工業振興事業 生坂マル得商品券補助、生活応援商品券、赤とんぼフェスティバル補助、松
本山雅ホームタウン事業 3,885 万円

地
域
活
性
化
対
策
事
業

定住促進対策
定住促進住宅建設事業（委託料、工事請負費）、田舎体験ハウス管理委託、
結婚祝金、結婚マッチングシステム登録補助、生坂村移住定住及び空き家対
策事業補助金（改修、家財等の廃棄、解体等）、住宅リフォーム等補助

5,478 万円

防災・減災事業
村道改良事業、防災訓練実施・区交付金、感震ブレーカー設置補助、消火栓
更新工事、小立野排水ポンプ格納倉庫設置工事、避難所Wi-Fi環境整備 、
生坂村消防団応援商品券 、緊急自然災害防止対策事業、急傾斜地崩壊対
策事業

7,270 万円

地域活性化対策

キャッシュレス決裁導入業務、いくさか大好き隊事業、集落支援員事業（専
任支援員及び区長兼任支援員）、区振興交付金、生坂村絆づくり支援金事業、
山清路公園整備事業、村単道路維持補修工事、交通災害共済（全村民無料
化）、文化財保護・維持管理補助金、ポイント制度事業、特定地域づくり事業
協同組合、Ｂ＆Ｇ海洋センタープール改修工事

23,129 万円

環境対策 生活環境対策設備補助、犬猫避妊去勢手術補助、雨水貯留施設設置補助
金 100 万円

※太字は新規事業
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令和3年度 特別会計の当初予算の状況令和3年度 特別会計の当初予算の状況

村営バス特別会計

福祉センター特別会計

簡易水道特別会計

国民健康保険特別会計

農業集落排水特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

特別会計合計

会　計　名

3,360万円

1億1,230万円

7,530万円

2億6,300万円

9,910万円

3億1,310万円

3,040万円

9億2,680万円

3,380万円

9,670万円

9,920万円

2億6,710万円

8,870万円

3億0,740万円

2,890万円

9億2,180万円

令和2年度令和3年度

20万円

▲1,560万円

2,390万円

410万円

▲1,040万円

▲570万円

▲150万円

▲500万円

比    較

0..6%

▲13.9%

31.7%

1.6%

▲10.5%

▲1.8%

▲4.9%

▲0.5%

増減比率

◆みんなのふるさと「いくさか」応援寄付の活用事業◆

　皆さんからいただきました「みんなのふるさといくさか応援寄付」は、令和３年度
以下のとおり活用することとします。

ご寄付、大変ありがとうございました。

令和2年度の活用事業

赤とんぼフェスティバル

小・中学校教育振興関係

移住定住空き家対策

農業体験ツアー

事業区分等

福祉

福祉、教育

地域活性化

教育

移住定住

観光、地域振興

合　計

事業費

24,279,000

7,383,000

10,300,000

7,861,000

4,000,000

70,000

充当する基金
 （寄付金）の額

24,279,000

7,300,000

6,000,000

7,861,000

4,000,000

70,000

49,510,000

［単位：円］

子育て支援関係
（保育園給食、学校給食費無料化事業等関係、産み育む子育て支援金）

福祉の村づくり（生活支援等サービス事業、福祉有償運送サー
ビス事業、高齢者生活福祉センター運営、いくさか敬老事業他）

令和2年度の電源立地地域対策交付金事業は、「保育所サービス事業」に活用しました。
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小
中
学
校
関
係

●
小
学
校

　
転
　
出

教　
　

諭　

井
口　

い
づ
み

（
穂
高
北
小
学
校
へ
）

教　
　

諭　

小
松　

誠

（
信
大
大
学
院
研
修
・
二
年
間
）

　
転
　
入

臨
任
講
師　

手
塚　

稜
介

臨
任
講
師　

原　

由
紀
子

学
習
支
援
員　

鶴
田　

里
美

●
中
学
校

　
転
　
出

教　
　

頭　

松
田　

真
理

（
芳
川
小
学
校
長
へ
）

教　
　

諭　

山
田　

綾
子

（
松
川
北
小
学
校
教
頭
へ
）

教　
　

諭　

井
出　

健
一
郎

（
塩
尻
中
学
校
へ
）

養
護
教
諭　

石
川　

豊
恵

（
松
川
小
学
校
へ
）

　
退
　
職

講　
　

師　

栁
澤　

智
司

学
校
用
務
員　

中
村　

麻
恵

　
転
　
入

教　
　

頭　

矢
沢　

剛

（
豊
野
中
学
校
よ
り
）

教　
　

諭　

上
條　

示
雄（

新
規
採
用
）

教　
　

諭　

宮
嵜　

進
太
郎

（
飯
田
養
護
学
校
よ
り
）

教　
　

諭　

峯
村　

裕
子

（
塩
尻
中
学
校
よ
り
）

臨
任
講
師
（
養
護
助
教
諭
）

　
　
　
　
　

登
内　

麻
奈

講　
　

師　

福
山　

眞
太
郎

学
校
用
務
員　

北
澤　

敏
子

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

令
和
三
年
度

村
の
人
事
異
動

総
務
係
長　

坂
爪　

浩
之（

振
興
課
）

村
づ
く
り
推
進
室
長
兼
会
計
係
長

　
　
　
　
　

藤
澤　

友
宏

（（
公
財
）
生
坂
村
農
業
公
社
）

●
住
民
課

住
民
課
長
兼
や
ま
な
み
荘
所
長

　
　
　
　
　

眞
島　

弘
光（

総
務
課
）

税
務
係
長　

日
岐　

孝

（
村
づ
く
り
推
進
室
兼
会
計
室
）

●
健
康
福
祉
課

健
康
福
祉
課
長

　
　
　
　
　

松
沢　

昌
志（

住
民
課
）

●
振
興
課

建
設
係
長　

藤
澤　

保
（
産
業
係
）

産
業
係
長　

平
林　

邦
寿

（
長
野
県
農
政
部
）

●
教
育
委
員
会

児
童
館
・
生
涯
学
習
施
設
館
長

　
　
　
　
　

寺
島　

美
智
子（

保
育
園
）

保
育
園
長　

上
條　

博
美

（
主
任
保
育
士
）

●
（
公
財
）
生
坂
村
農
業
公
社
へ

事
務
局
次
長　

赤
羽　

清
志（

住
民
課
）

　

役
場
関
係

●
総
務
課

総
務
課
長
兼
会
計
管
理
者

　
　
　
　
　

藤
澤　

正
司

（
会
計
管
理
者
兼
村
づ
く
り
推
進
室
）

●
長
野
県
松
本
地
域
振
興
局
へ

職
員
派
遣
研
修

　
　
　
　
　

中
村　

竜
也

（
健
康
福
祉
課
）

●
長
野
県
よ
り

村
づ
く
り
推
進
室　

●
新
規
採
用

健
康
福
祉
課　

振
興
課

教
育
委
員
会
（
保
育
園
）

●
退
職

健
康
福
祉
課
長

　
　
　
　
　

山
本　

か
づ
子

●
長
野
県
へ

職
員
派
遣
研
修
終
了

　
　
　
　
　

井
上　

健
志（

振
興
課
）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
等

●
小
学
校

会　

長　

皿
井　

さ
な
え（
大
日
向
）

副
会
長　

濵
野　

恵
里
加（
下
生
野
）

副
会
長　

藤
原　

友
貴　
（
上
生
坂
）

●
中
学
校

会　

長　

田
村　

正
啓　
（
上
生
坂
）

副
会
長　

吉
井　

如
美　
（
下
生
野
）

副
会
長　

藤
澤　

文
徳　
（
上
生
坂
）

●
保
育
園

会　

長　

森
山　

建
吾　
（
上
生
坂
）

副
会
長　

甲
斐
沢　

藍　
（
草　

尾
）

会　

計　

浅
田　

智
宣　
（
下
生
野
）

主　事

大平　早紀
（職員派遣研修）

保健師

腰原　朋美
主事補

塚田　隆智
保育士

川上　瑞恵

保育士

中嶋　樹
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区
長
・
分
館
関
係

●
小
立
野

区　

長　
　

久
保
田
敏
通

副
区
長　
　

中
村　

吉
則

分
館
長　
　

中
村　

清
文

分
館
主
事　

赤
羽　

和
博

●
下
生
野

区　

長　
　

高
野　

儀
一

副
区
長　
　

安
坂　

幹
雄

副
区
長　
　

平
林　

久
三
郎

分
館
長　
　

平
林　

久
三
郎

分
館
主
事　

原
井　

直
彦

●
上
生
坂

区　

長　
　

平
林　

悦
郎

副
区
長　
　

瀧
澤　

好
男

分
館
長　
　

竹
内　

一
郎

副
分
館
長　

藤
澤　

利
勇

分
館
主
事　

石
原　

徳
義

●
下
生
坂

区　

長　
　

藤
澤　

知
弘

副
区
長　
　

柳
澤　

英
男

副
区
長　
　

藤
沢　

孝
雄

分
館
長　
　

清
水　

秀
直

分
館
主
事　

藤
澤　

雅
史

●
日
　
岐

区　

長　
　

石
川　

君
二

副
区
長　
　

寺
島　

三
明

分
館
長　
　

高
野　

庄
司

分
館
主
事　

金
元　

久
巳

●
草
　
尾

区　

長　
　

五
十
嵐
清
一

副
区
長　
　

腰
原　

和
雄

副
区
長　
　

山
本　

浩

分
館
長　
　

腰
原　

和
雄

分
館
主
事　

渡
辺　

正

●
昭
　
津

区　

長　
　

小
山　

朗
央

副
区
長　
　

小
山　

博
章

分
館
長　
　

小
山　

博
章

分
館
主
事　

小
山　

淳
也

●
大
日
向

区　

長　
　

腰
原　

義
雄

副
区
長　
　

中
山　

文
明

分
館
長　
　

中
山　

文
明

分
館
主
事　

中
山　

文
明

●
宇
留
賀

区　

長　
　

山
崎　

清
一

副
区
長　
　

吉
沢　

明
彦

分
館
長　
　

小
林　

稠

分
館
主
事　

金
井　

孝
一　
　

●
古
　
坂

区　

長　
　

牛
越　

猛

副
区
長　
　

野
澤　

文
彦

分
館
長　
　

野
澤　

忠
一

分
館
主
事　

野
澤　

文
彦

　

生
坂
村
消
防
団
の
辞
令
交
付
式
が

四
月
四
日（
日
）に
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
任
の
役
員
が
多
く
あ

り
、本
部
長
、分
団
長
を
は
じ
め
部
長

や
班
長
な
ど
二
七
名
が
新
し
く
そ
の

任
に
着
き
ま
し
た
。ま
た
、新
入
団
員

は
八
名
で
、
そ
れ
ぞ
れ
寺
島
団
長
よ

り
辞
令
が
交
付
さ
れ
、
新
入
団
員
の

代
表
が
力
強
い
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
村
民
の
皆
様
に
消
防
団

活
動
に
対
す
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
、
団
員
の
確
保
に
も
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
村
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●
本
部

　

本
部
長　
　

吉
川　

祐
貴

　

ラ
ッ
パ
長　
　

藤
澤　

幸
恵

　

班

長　
　

赤
羽　

清
志

　

班

長　
　

関
口　

広
行

●
第
一
分
団

　

分
団
長　
　

中
村　

康
志

　

副
分
団
長　
　

腰
原　

智
幸

　

部

長　
　

竹
内　

正
文

　

部

長　
　

宮
川　

俊
也

　

班

長　
　

中
村　

勉

　

班

長　
　

久
保
田　

智
也

　

班

長　
　

藤
澤　

雄
斗

　

班

長　
　

上
條　

圭
佑

　

班

長　
　

小
池　

勇
次

●
第
二
分
団

　

分
団
長　
　

瀧
澤　

雄
樹

　

副
分
団
長　
　

瀧
澤　

学

　

部

長　
　

中
村　

竜
也

　

班

長　
　

瀧
澤　

直
樹

　

班

長　
　

川
又　

滉
澄

　

班

長　
　

甲
斐
澤　

伸
一

●
第
三
分
団

　

分
団
長　
　

藤
澤　

正
敏

　

副
分
団
長　
　

小
林　

直
樹

　

部

長　
　

藤
澤　

弘
達

　

部

長　
　

岩
間　

大
地

　

部

長　
　

牛
越　

秀
男

　

班

長　
　

山
本　

政
和

　

班

長　
　

竹
内　

真
司

　

班

長　
　

藤
澤　

友
宏

●
新
入
団
員

　

本
部
員　
　

塚
田　

隆
智

　

本
部
員　
　

中
嶋　

樹

　

第
一
分
団　
　

竹
内　

幸
一

　

第
一
分
団　
　

竹
内　

一

　

第
一
分
団　
　

安
藤　

哲
雄

　

第
一
分
団　
　

伏
見　

匠
郎

　

第
三
分
団　
　

中
山　

雅
博

　

第
三
分
団　
　

福
田　

太
志

令和3年度
生坂村消防団辞令交付式

寺島団長から35名の団員に辞令を交付



8

　

三
月
一
七
日
に
中
学
校
、
一
八
日

に
は
小
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
証
書

授
与
式
が
、
二
五
日
に
は
保
育
園
で

卒
園
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年

同
様
、
マ
ス
ク
の
着
用
や
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
を
講
じ
た
上
で
規
模

を
縮
小
し
た
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
卒
業
式
・
卒
園
式
と
も
に
卒

業
生
・
卒
園
児
、
在
校
生
・
在
園
児
、

教
職
員
、
保
護
者
、
教
育
長
、
来
賓

に
は
村
長
、
村
議
会
議
長
の
出
席
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

の
中
で
の
卒
業
式
・
卒
園
式
と
な
り
、

昨
年
同
様
、
多
く
の
ご
来
賓
の
皆
さ

ま
に
見
守
ら
れ
て
の
式
典
を
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
子
ど

も
た
ち
、
ご
家
族
の
方
は
忘
れ
ら
れ

な
い
一
日
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

小
中
学
校
の
卒
業
式
で
は
、
小
学

校
一
三
名
、
中
学
校
一
二
名
の
卒
業

生
た
ち
が
各
校
長
先
生
か
ら
ひ
と
り

ず
つ
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
、
思
い

出
の
詰
ま
っ
た
校
舎
を
後
に
、
四
月

か
ら
始
ま
る
新
し
い
生
活
に
胸
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

卒
園
式
は
、
一
一
名
の
園
児
一
人

ひ
と
り
が
将
来
の
夢
な
ど
を
発
表
し

た
あ
と
、
園
長
先
生
か
ら
保
育
証
書

を
受
け
取
り
、
そ
の
姿
は
す
っ
か
り

お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
今
年
度
も
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍

　

例
年
は
新
春
に
賀
詞
交
歓
会
を
開

催
し
、
そ
の
席
で
総
合
表
彰
式
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
で
賀
詞
交
換

会
は
中
止
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
日
を
改
め
て
総
合
表
彰

式
を
三
月
二
三
日
に
や
ま
な
み
荘
大

ホ
ー
ル
に
て
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の

席
で
前
年
ま
で
各
分
野
で
村
の
発
展

の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
一
二

名
の
皆
様
に
、
村
長
か
ら
感
謝
状
の

贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

【
感
謝
状
】

矢
口
久
雄　
　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

柳
原
聖
雄　
　

人
権
擁
護
委
員

山
本　

優　
　

農
業
委
員

牛
越
武
男　
　

農
業
委
員

平
林
ひ
ろ
み　

農
業
委
員

姫
野
小
百
合　

農
業
委
員

丸
山　

正　
　

農
業
委
員

安
坂
清
人　
　

農
業
委
員

平
林
秀
光　
　

農
業
委
員

竹
内　

勇　
　

農
業
委
員

平
林
美
晴　
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

（
故
）
瀧
澤
修
示

　
　
　
　
　
　
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員 

小
中
学
校
卒
業
式
　
保
育
園
卒
園
式

令
和
二
年
度
総
合
表
彰
式
で
感
謝
状
の
贈
呈
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児
童
館
放
課
後
子
ど
も
教
室　

の

び
の
び
ス
ク
ー
ル　

マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ

ブ
で
は
、
三
月
二
三
日
（
火
）
ラ
ン

＆
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
本
大
会
。
今
年
は
晴

れ
で
し
た
が
、
早
朝
は
寒
か
っ
た
で

す
。
し
か
し
、
走
る
の
に
は
最
高
の

日
で
し
た
。
往
路
三
二
〇
〇
ｍ
、
復

路
五
六
〇
〇
ｍ
、合
計
八
八
〇
〇
ｍ
、

高
低
差
一
〇
〇
ｍ
の
コ
ー
ス
で
す
。

　

参
加
者
は
小
学
生
児
童
一
二
人
と

大
人
の
コ
ー
チ
三
人
を
加
え
た
一
五

名
で
走
り
ま
し
た
。

　

児
童
館
に
八
時
三
〇
分
に
集
合

っ
子
は
元
気
で
～
す
！
！

　

大
人
も
び
っ
く
り
の
最
大
の
難

所
、
草
尾
ぶ
ど
う
畑
へ
の
坂
道
（
高

低
差
一
〇
〇
ｍ
）
を
上
っ
た
所
に
給

水
所
を
設
け
、ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
、

天
然
水
、
チ
ョ
コ
を
食
べ
て
元
気
を

付
け
て
農
村
公
園
に
向
け
て
走
り
ま

し
た
。

　

全
員
が
農
村
公
園
に
到
着
し
て

一
〇
分
間
休
憩
し
ま
し
た
。
給
水
と

チ
ョ
コ
を
食
べ
て
元
気
一
杯
で
し

た
。
ト
イ
レ
な
ど
の
後
、
下
ノ
田
ま

で
林
道
を
全
員
で
ゆ
っ
く
り
走
り
ま

し
た
。
途
中
の
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
ブ

リ
ッ
ジ
で
全
員
集
合
の
記
念
写
真
を

撮
り
ま
し
た
。
声
を
出
し
て
「
イ
チ

し
、
大
会
宣
言
、
交
通
誘
導
な
ど
を

し
て
い
た
だ
く
い
く
さ
か
大
好
き
隊

と
お
じ
さ
ま
倶
楽
部
六
名
の
紹
介
が

あ
っ
て
、
注
意
事
項
や
準
備
体
操
を

行
い
、
八
時
四
五
分
に
三
二
〇
〇
ｍ

先
の
農
村
公
園
に
向
け
て
低
学
年
六

人
（
一
年
生
四
人
、
二
年
生
二
人
）

が
出
発
し
ま
し
た
。
低
学
年
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
コ
ー
ス

で
、
小
さ
な
身
体
に
不
安
と
希
望
を

胸
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

最
後
尾
か
ら
は
今
年
度
も
救
援
車

と
し
て
、
児
童
館
幅
館
長
が
伴
走
を

し
ま
し
た
が
、
誰
も
救
援
車
に
乗
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
坂

足
す
イ
チ
は
ニ
」
と
に
こ
や
か
に
元

気
一
杯
良
い
顔
で
撮
影
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
コ
ー
ス
の
半
分
終
了
で
す
。

満
足
な
笑
顔
で
全
員
が
グ
リ
ー
ン
パ

ー
ク
ブ
リ
ッ
ジ
を
、
予
定
に
な
い
速

さ
で
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

下
ノ
田
～
昭
津
～
草
尾
～
児
童
館

ま
で
四
一
〇
〇
ｍ
を
一
気
に
走
り
ま

し
た
。
切
土
面
か
ら
離
れ
た
川
側
を

走
る
よ
う
に
安
全
に
配
慮
し
な
が
ら

村
道
の
途
中
に
は
四
人
交
通
誘
導
員

を
配
置
し
、
通
行
す
る
車
に
は
注
意

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

全
員
が
児
童
館
ま
で
完
走
し
て
表

彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り

が
完
走
証
と
完
走
メ
ダ
ル
を
も
ら
い

誇
ら
し
げ
で
し
た
。
厳
し
か
っ
た
走

り
が
今
後
の
自
信
に
つ
な
が
れ
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。

　

表
彰
式
が
終
わ
り
予
定
よ
り
三
〇

分
早
い
一
一
時
に
解
散
し
、
今
年
度

も
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
を
開
催
す
る
に
当
た

り
、
今
年
も
交
通
誘
導
員
や
写
真
係

と
し
て
、
い
く
さ
か
大
好
き
隊
と
お

じ
さ
ま
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
六
人
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
、
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

マ
ラ
ソ
ン
ク
ラ
ブ
コ
ー
チ
小
林 

稠

生坂っ子自慢の!!
「グリーンパークブリッジ

ラン＆ウォーク」
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健
康
福
祉
課
で
は
、
生
活
習
慣
を

改
善
し
、
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
、
腎

臓
病
等
、
命
に
か
か
わ
る
病
気
を
予

防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
毎
年
ヘ

ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
二
年
度
の
集
団
健
診
等
の
結

果
か
ら
、
村
で
は
高
血
圧
症
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
以
下
メ

タ
ボ
）
に
該
当
す
る
方
が
多
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た（
下
図
）。
そ
の
た

め
、
高
血
圧
症
と
メ
タ
ボ
に
重
点
を

置
き
、病
態
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
保
健
師
、
管
理
栄
養
士

の
講
話
を
行
い
、
病
態
や
食
事
に
つ

い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
三
月
三
日
　
高
血
圧
予
防
講
座
〉

　

十
五
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。高
血
圧
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ

い
て
学
ん
で
い
た
だ
き
、
自
分
の
血

圧
の
状
態
を
確
認
し
ま
し
た
。
高
血

圧
が
自
分
の
血
管
に
負
担
が
か
か
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
た
と
思

い
ま
す
。

　

塩
分
を
取
り
す
ぎ
る
と
血
圧
が
高

く
な
る
た
め
、減
塩
が
大
切
で
す
。

分
。
バ
ナ
ナ
一
本（
八
〇
㎉
）
余
分

に
食
べ
る
と
小
さ
じ
二
杯
分
の
脂

肪
と
し
て
蓄
え
ら
れ
る
。

②
糖
分
を
減
ら
し
、
そ
の
空
き
が
出

た
胃
袋
に
入
れ
て
い
く
と
よ
い
食

品
は
野
菜
。
野
菜
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
少
な
い
上
に
、
食
物
繊
維
が
多

く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
腹
持
ち

が
よ
く
血
糖
や
血
中
脂
質
の
改
善

に
つ
な
が
る
。

　

フ
ー
ド
モ
デ
ル
で
体
に
蓄
え
ら
れ

る
脂
肪
を
確
認
す
る
と
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
そ
の
量
の
多
さ
に
驚
い
て
い

ま
し
た
。そ
し
て
、野
菜
を
食
べ
る
こ

と
の
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
体
操

講
座
を
行
い
、
つ
ぼ
た
た
き
体
操
や

片
足
立
ち
体
操
な
ど
を
行
い
、
体
の

筋
肉
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
甘
い
物
の
と
り

過
ぎ
に
気
を
付
け
た
い
」「
ウ
ォ
ー
キ

◎
高
血
圧
予
防
ポ
イ
ン
ト（
一
例
で
す
）

①
食
品
の
塩
分
量
を
知
る

　

お
や
き
一
個 

三
．一
g

　

た
く
あ
ん
二
切
れ 

〇
．九
g

　

あ
じ
の
開
き
一
枚 

一
．二
g

②
ご
飯
を
主
食
と
す
る（
塩
分
量
）

　

ご
飯 

０
g　

　

干
し
う
ど
ん
一
束 

一
．二
g

③
だ
し
や
香
辛
料
等
を
使
用
す
る
と

　

お
い
し
く
減
塩
で
き
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
普
段
か
ら
食
事

の
味
付
け
は
薄
味
を
心
が
け
て
い
る

が
、こ
れ
か
ら
も
減
塩
に
気
を
付
け
た

い
」等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

教
室
参
加
に
よ
り
減
塩
の
意
識
が

高
ま
り
ま
し
た
。
高
血
圧
予
防
の
ポ

イ
ン
ト
を
ぜ
ひ
食
生
活
に
取
り
入
れ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
三
月
二
九
日
メ
タ
ボ
予
防
講
座
〉　

　

六
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
余
分
に
食
べ
た
も
の
は
糖
も

脂
肪
も
す
べ
て
脂
肪
と
し
て
体
に
蓄

え
ら
れ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

◎
メ
タ
ボ
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

①
脂
肪
に
代
わ
り
や
す
い
の
は
糖

ン
グ
を
し
た
い
」
等
の
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
食
事
や
運
動
に
対
す
る

改
善
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。（
写
真
）

〈
運
動
講
座
〉

　

健
康
運
動
指
導
士
の
百
瀬
み
ど
り

先
生
か
ら
椅
子
に
座
っ
て
で
き
る
ス

ト
レ
ッ
チ
や
筋
ト
レ
・
有
酸
素
運
動

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
ト

レ
ッ
チ
を
す
る
こ
と
で
、
お
金
を
か

け
ず
日
常
生
活
が
楽
に
な
る
の
が
願

い
で
す
。
お
家
で
も
継
続
し
て
行
っ

て
い
た
だ
く
と
効
果
的
で
す
。

　

有
酸
素
運
動
の
コ
ー
ス
で
は
、
簡

単
な
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
筋
ト
レ
を
行

っ
た
仕
上
げ
と
し
て
、
フ
リ
ス
ビ
ー

や
卓
球
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
運
動

は
と
っ
さ
の
時
に
一
歩
が
出
る
た
め

に
大
事
な
運
動
で
、
転
倒
予
防
に
な

り
ま
す
。

　
「
卓
球
は
久
し
ぶ
り
」
と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
、し
っ

か
り
体
を
動
か
し
て
ラ
リ
ー
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
教
室
が
終
了
す
る

と
皆
さ
ん
笑
顔
で「
楽
し
か
っ
た
」と
、

大
好
評
で
し
た
。（
写
真
）

　

運
動
と
食
事
の
改
善
は
こ
れ
か
ら

も
継
続
し
て
行
っ
て
い
た
だ
き
、
ま

た
今
年
度
も
健
診
を
受
け
て
体
の
状

態
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

無
理
な
く
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
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三
月
二
二
日（
月
）、
や
ま
な
み
荘

に
於
い
て
、「
在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
事
業
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ

の
事
業
は
、
日
頃
、
自
宅
で
ご
家
族

の
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
を
対
象

に
、
日
頃
の
介
護
の
悩
み
を
解
決
し

た
り
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、「
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
れ
ん
げ
そ
う
」の
看
護
師
、中
村
哲

也
さ
ん
に
、『
楽
し
て
な
ん
ぼ
の
介
護

術
』と
題
し
、オ
ム
ツ
の
選
び
方
や
介

護
技
術
に
つ
い
て
講
習
い
た
だ
き
ま

し
た
。一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

オ
ム
ツ
を
上
手
に
選
ぶ
こ
と
で
、

経
済
的
・
身
体
的
・
精
神
的
負
担
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
な
お
か
つ
自

由
な
時
間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
、本
人
の
体
や
活
動
量
・
目
的
に

合
っ
た
オ
ム
ツ
の
購
入
が
お
す
す
め

で
す
。
漏
れ
が
度
々
気
に
な
る
よ
う

で
し
た
ら
、
サ
イ
ズ
や
種
類
が
本
人

に
合
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

さ
ん
に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

●
移
動
の
ポ
イ
ン
ト

①
自
分
が
つ
ら
け
り
ゃ
相
手
も
つ
ら

い
。
間
違
っ
た
移
動
方
法
を
と
る

と
余
計
な
負
荷
が
か
か
り
、
介
護

者
は
腰
な
ど
を
痛
め
る
。ま
た
、本

人
に
は
痛
み
が
出
た
り
不
安
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

②
楽
に
介
護
す
る
た
め
に
は
ボ
デ
ィ

●
オ
ム
ツ
選
び
・
あ
て
方
の
ポ
イ
ン

ト
①
目
的
に
合
っ
た
オ
ム
ツ
を
使
う
べ

し
。

②
オ
ム
ツ
は
、
大
は
小
を
か
ね
な
い
。

（
む
し
ろ
漏
ら
す
）

　

体
形
に
合
わ
な
い
サ
イ
ズ
だ
と
漏

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

③
ギ
ャ
ザ
ー
は
防
波
堤
。

　

ギ
ャ
ザ
ー
よ
り
高
く
尿
取
り
パ
ッ

ト
を
重
ね
な
い
。

④
尿
取
り
パ
ッ
ト
は
最
小
限
の
量
で

最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
。

　

必
要
以
上
に
重
ね
な
い
。

メ
カ
ニ
ク
ス
を
利
用
す
る
。
最
小

限
の
力
で
身
体
介
助
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

③
普
段
の
体
の
動
き
を
さ
せ
て
あ
げ

て
い
ま
す
か
？
人
が
動
く
た
め
に

必
要
な
、
当
た
り
前
の
動
き（
重

心
移
動
）を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

④
力
が
い
る
な
ら
道
具
を
頼
る
。（
ス

ラ
イ
ド
ボ
ー
ド
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ー

ト
な
ど
）

　

ポ
イ
ン
ト
は
、
重
心
を
落
と
し
土

台
を
作
る
。
ま
た
、
本
人
と
の
距
離

を
で
き
る
だ
け
自
分
に
近
づ
け
る
。

て
こ
の
原
理
や
回
転
を
利
用
す
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
介
護
者
だ
け
で
な

く
、
介
護
さ
れ
る
側
も
楽
に
移
動
が

で
き
ま
す
。 

　

日
頃
、
介
護
で
悩
ん
で
い
た
事
に

つ
い
て
介
護
術
が
紹
介
さ
れ
、
喜
ん

で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
が
、
お
話
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
熱
心
に
メ
モ
を
取
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

　

介
護
は「
ゴ
ー
ル
の
な
い
マ
ラ
ソ

ン
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

と
て
も
大
変
な
も
の
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
回
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ

と
を
ぜ
ひ
生
か
し
て
、
介
護
に
役
立

て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

オムツの線は体の中心に合わせて。

オムツのあて方も講習していただきました。

支点力点作用点を意識して。（てこの原理）

在宅介護者
リフレッシュ事業が

開催されました
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一
月
よ
り
進
め
て
い
ま
し
た
、
や

ま
な
み
荘
北
側
の
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
改
修
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
は
、
昭
和

六
一
年
一
二
月
に
完
成
し
、
こ
れ
ま

で
村
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん
の
ス
ポ

ー
ツ
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
季
節
や

天
候
な
ど
を
気
に
せ
ず
利
用
で
き
る

施
設
と
し
て
、
三
五
年
の
間
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
工
事
で
は
、
強
風
や
経
年

劣
化
に
よ
り
破
損
す
る
こ
と
の
多
か

っ
た
屋
根
を
改
修
し
て
、
利
用
者
の

快
適
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対

　

一
〇
月
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
生
坂
保
育
園
の
未
満
児
室
増
築
工

事
が
、
三
月
一
〇
日
に
完
成
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
増
築
工
事
は
、
近
年
の
三

歳
未
満
児
を
抱
え
る
共
稼
ぎ
世
帯
増

加
に
よ
る
入
園
希
望
者
へ
の
対
応
の

ほ
か
、
園
児
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
防
止
を
図
る
た
め
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

策
を
講
じ
た
機
能
を
充
実
さ
せ
る
た

め
の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

工
事
内
容
は
、
屋
根
ア
ク
リ
ル
波

板
か
ら
鋼
板
へ
の
改
修
と
有
圧
換
気

扇
設
置
で
す
。

　

今
回
の
事
業
費
は
七
二
三
万
八
千

円
で
、
事
業
の
財
源
は
過
疎
対
策
事

業
債
と
一
般
財
源
で
一
二
〇
万
八
千

円
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で

六
〇
三
万
円
を
充
て
て
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
大
変
ご
不
便
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
が
、

今
後
は
新
し
く
な
り
ま
し
た
施
設
を

広
く
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
し
て
、
地

域
の
活
性
化
に
役
立
て
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

増
築
面
積
は
三
三
㎡
ほ
ど
で
、
既

存
の
未
満
児
室
の
南
側
に
木
造
で
増

築
し
た
ほ
か
、
保
育
園
バ
ス
を
利
用

す
る
園
児
た
ち
が
通
る
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

増
築
工
事
の
事
業
費
は
二
二
，

九
三
五
千
円
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
を
活
用
し
ま
し
た
。

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
改
修
工
事
竣
工

保
育
園
の
未
満
児
室
増
築
工
事
が
完
成

学校給食センターでは、より学校給食を身近に感じていただ
けるよう、毎日の給食写真とメニュー等をインスタグラムで
公開しています。
生坂村産の食材をふんだんに使用した安心・安全、笑顔にな
る給食をぜひ、ご覧ください。
■アカウント情報
名前　生坂村学校給食センター【official】
ユーザーネーム　ikusaka.vil._.school.lunch
https://www.instagram.com/ikusaka.vil._.school.lunch

（注）インスタグラムとは…
写真や動画を共有できるSNS
（ソーシャル・ネットワーキン
グ・サービス）の一つです。ス
マートフォンなどから見ること
ができます。

生坂の学校給食　　　　　
　　　　　最高においしいよ！
― 給食インスタグラムを始めました ―



13

犬猫の避妊・去勢手術費用の一部を補助します 

生坂村では、飼い犬・飼い猫・飼い主のいない猫の避妊・去勢手術を行った飼い主等に、

次に該当する場合、その手術費用の一部を補助金として交付します。 

目  的 犬猫の不必要な繁殖を防止するとともに適正な飼育管理の普及を図ること 

補助金額 
〇避妊手術を受けた場合・・・ 犬１頭又は猫１匹につき 5,000 円 

〇去勢手術を受けた場合・・・ 犬１頭又は猫１匹につき 3,000 円 

申請条件 

〇生坂村に住民登録され現に居住し、村税及び村の料金等に滞納がない方 

〇生坂村に住民登録がない方は、住民票と納税証明書により現住所と市区町村税等に滞納がな 
いことが確認できること（飼い主のいない猫について申請する場合に限る） 

〇犬については、生坂村において狂犬病予防法による登録があり、申請日前１年以内に狂犬病
予防注射を受けていること 

〇猫については、生坂村内で飼っている又は村内で保護した飼い主のいない猫 

※飼い主のいない猫については、手術の重複を防ぐため原則その耳の一部を切り取り、手術後
は自ら飼養又は保護した場所に戻すことができること 

※営業目的で飼養している犬猫は対象外です 

申請に必要

なもの 

◎生坂村犬猫避妊去勢手術補助金交付申請書 

※飼い主のいない猫については、申請書に飼い主のいない猫であることの確認者の署名押印が
必要です 

〇手術費用を支払ったことを証する領収書。ただし、飼い主のいない猫については、領収書に 
その耳の一部を切り取る手術を実施した旨を明記する 

〇認印（申請者） 

〇犬については、鑑札及び狂犬病予防注射済票 

〇生坂村に住民登録がない申請者については、住民票と納税証明書 

◎生坂村犬猫避妊去勢手術補助金交付請求書 

〇振込先金融機関の通帳（申請者本人名義のもの） 

※申請書及び請求書は住民課窓口での受け取りかホームページからもダウンロード可能です 

補助金の 

交付方法 

申請書を審査し、交付の可否を申請者に通知します。申請が適正で交付することを決定した申

請者には、請求書記載の口座に補助金を振り込みます 

【お問い合わせ先】 生坂村役場 住民課 生活環境係   電話 0263－69－3113（直通） 

飼い犬は登録と狂犬病予防注射をしましょう

生まれてから 91 日以上の飼い犬は、登録 と 狂犬病予防注射 が義務付けられています。 

住民課窓口で登録し 鑑札 の交付を受けてください。また、狂犬病予防注射は毎年必ず１回受けさせて、

注射済票 の交付を受け、鑑札と注射済票は必ず犬につけてください。 

飼い犬のフンは持ち帰りましょう

犬の散歩などでフンをそのままにしておくことは、環境上・衛生上 
よくありません。 

また、土地の所有者又は管理者にも迷惑で、その場所を通行する人 
にも不快な思いを与えます。散歩中のフンは必ず持ち帰り、飼い主の 
責任で適正に処理してください。 

猫は室内飼いをしましょう

放し飼いの猫が他人の敷地内に侵入し、フンや尿をする、車や花壇にいたずらをするといった苦情がよせ
られています。また、交通事故にあったり、感染症にかかることもあります。猫はできるだけ室内で飼いま
しょう。 

飼い始めたら最後まで責任をもって飼養しましょう
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お
口
を
ケ
ア
し
て

　
一
生
お
い
し
く
食
べ
よ
う

　

セ
ル
フ
ケ
ア
で
歯
垢
を
徹
底
攻
略

す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
一

歯
垢
の
た
ま
り
易
い
場
所
を
知
る
　

　
歯
垢
の
た
ま
り
や
す
い
と
こ
ろ

を
、
重
点
的
に
丁
寧
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
し
ま
し
ょ
う
。

　

特
に
歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
を
意
識

し
て
、
し
っ
か
り
み
が
こ
う
。

入
れ
歯
に
も
歯
石
が
つ
き
ま
す

　

入
れ
歯
に
は
歯
垢
が
付
か
な
い
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
入
れ
歯
も
き

ち
ん
と
お
手
入
れ
し
な
い
と
、
歯
垢

や
歯
石（
歯
垢
が
石
灰
化
し
た
も
の
）

が
付
い
た
り
、
義
歯
の
素
材
の
内
部

に
も
細
菌
が
増
殖
し
て
様
々
な
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

毎
食
後
、
流
水
で
洗
い
、
一
日
に

一
回
は
汚
れ
を
し
っ
か
り
落
と
し
ま

し
ょ
う
。

　

入
れ
歯
を
流
水
で
洗
い
、
軟
ら
か

い
歯
ブ
ラ
シ
や
専
用
の
ブ
ラ
シ
で
軽

く
こ
す
り
、
汚
れ
を
取
っ
て
き
れ
い

に
し
て
か
ら
洗
浄
液
で
入
れ
歯
を
決

め
ら
れ
た
時
間
浸
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
歯
科
健
診

　

予
防
的
歯
科
健
診
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
で
延
期
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
徹

底
し
た
感
染
予
防
対
策
の
も
と
、
再

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

虫
歯
や
歯
周
病
は
早
期
発
見
し
、

適
切
に
対
応
す
る
こ
と
で
回
復
を
早

め
進
行
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

特
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
お
け
る
重
症
化
に
関
連
す
る
生

活
習
慣
病
の
危
険
因
子
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
が
高
い
た
め
、
早
め

の
治
療
が
有
効
で
す
。

生
坂
村
歯
科
診
療
所

ポ
イ
ン
ト
二

フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
う

　

歯
ブ
ラ
シ
の
毛
先
が
届
き
に
く
い

と
こ
ろ（
歯
と
歯
が
接
し
て
い
る
面
、

歯
と
歯
ぐ
き
の
境
目
な
ど
）
は
デ
ン

タ
ル
フ
ロ
ス
（
糸
よ
う
じ
）
や
歯
間

ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
歯
垢
を
し
っ
か
り

取
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
三

鏡
を
見
て
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る

　

歯
垢
が
付
い
て
い
な
い
か
、
歯
茎

が
赤
く
腫
れ
て
い
な
い
か
、
歯
と
歯

の
間
の
歯
茎
が
ピ
ン
ク
色
に
ひ
き
し

ま
っ
て
い
る
か
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
ょ
う
。

　

四
月
に
入
り
、各
ご
家
庭
で
は
、ご

入
学
、ご
進
学
、ご
就
職
、ご
栄
転
な

ど
、
う
れ
し
い
出
来
事
が
お
あ
り
だ

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
、一
昨
年
か
ら
続
い
て
い

る
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、

喜
び
も
つ
か
の
間
、
何
度
目
か
の
感

染
拡
大
、
感
染
者
数
増
の
報
道
で
心

配
な
日
々
を
お
過
ご
し
か
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
一
方
で
、ワ
ク
チ
ン
接
種

が
具
体
的
に
示
さ
れ
近
い
う
ち
に
可

能
に
な
る
こ
と
は
、
明
る
い
材
料
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

や
ま
な
み
荘
は
、
予
約
の
キ
ャ
ン

セ
ル
等
、来
荘
者
数
が
減
少
し
、コ
ロ

ナ
の
影
響
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
少
し
で
も
、
皆
様
に
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
対
策
を

講
じ
て
お
り
ま
す
。
来
荘
者
へ
の
マ

ス
ク
着
用
の
お
願
い
、
手
指
消
毒
液

の
設
置
増
設
、
除
菌
・
換
気
の
徹
底
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
な
ど
、で

き
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
大
勢
で
お
集
ま
り
い
た
だ

い
て
飲
食
を
、
と
い
う
行
為
が
感
染

拡
大
に
つ
な
が
る
の
で
は
と
い
う
リ

ス
ク
か
ら
、
ご
家
族
や
限
ら
れ
た
人

数
の
お
集
ま
り
な
ど
に
利
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
、
ご
予
算
や
目
的
に

合
わ
せ
た
仕
出
し
弁
当
の
ご
予
約
を

承
っ
て
お
り
ま
す
。食
堂
メ
ニ
ュ
ー
の

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

広
間
で
の
ご
利
用
も
少
人
数
や
ご
家

族
な
ど
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、お
電
話
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
油
断
で
き
な
い
状
況
は
続
き

ま
す
が
、一
人
一
人
の
対
策
も
大
事

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
や
ま
な

み
荘
に
お
越
し
い
た
だ
く
際
は
、
ぜ

ひ
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
ご
入
館
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。（
情
勢
は
四
月
六
日
時
点
で
す
。）

の
ん
び
り

湯
っ
た
り

湯
っ
た
り

や
ま
な
み
荘

ゆ

歯
っ
ぴ
ー
た
い
む

お花見弁当
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建
物
火
災
で
多
い
の
が
住
宅
や
共

同
住
宅
か
ら
の
住
宅
火
災
で
す
。

　

住
宅
火
災
で
は
死
者
、
負
傷
者
が

発
生
し
や
す
く
、
大
切
な
財
産
も
失

っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
防
が
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

ど
ん
な
に
大
き
な
火
災
で
も
、
必

ず
小
さ
な
炎
や
不
注
意
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　

そ
ん
な
建
物
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
作
動
確
認
方
法
に
つ
い
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
の
で
、
火
災
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
電
池
の
寿
命
は
大
丈
夫
で

す
か
？
警
報
器
に
ホ
コ
リ
等
が
付
い

て
い
た
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
十
年
を
目

安
に
電
池
交
換
や
器
具
の
交
換
が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
警
報
器

に
ホ
コ
リ
等
が
付
く
と
火
災
を
感
知

し
づ
ら
く
な
り
、
誤
動
作
の
原
因
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。　

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
皆
さ
ん
の

生
命
・
財
産
を
守
っ
て
く
れ
る
機
器

で
す
の
で
、
定

期
的
に
点
検
・

清
掃
を
し
て
、

正
常
に
作
動
す

る
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

●
点
検
方
法

　
『
本
体
の
ボ
タ
ン
を
押
す
』、
ま
た

は
『
ヒ
モ
を
引
い
て
確
認
』
す
る
。

※
警
報
音
が
な
ら
な
い
場
合
は
、
電

池
切
れ
か
故
障
が
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
電
池
又
は
本
体
の
交
換
が

必
要
で
す
。

　

松
本
広
域
消
防
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
詳
し
い
説
明
を
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、明
科
消
防
署（
六
二
‐
二
九
九
二
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

七
つ

の
ポ
イ
ン
ト

　

～
三
つ
の
習
慣･

四
つ
の
対
策
～

●
三
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
時
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【防災アドバイス】

　松本広域消防局
　　　明科消防署

〈住宅防火について〉

 

　

◎
明
科
高
校
を
語
る
会

先
月
の
広
報
い
く
さ
か
で
は
、本
校

の
卒
業
式
及
び
三
年
生
を
送
る
会
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
。今
月

号
で
は
、紙
面
の
関
係
で
お
知
ら
せ
で

き
な
か
っ
た「
明
科
高
校
を
語
る
会
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

例
年
は
、
年
に
二
回
学
校
評
議
員

の
方
を
始
め
と
し
た
地
域
の
皆
様
に

ご
参
加
い
た
だ
き
、本
校
生
徒
と
と
も

に
本
校
の
魅
力
や
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を

も
っ
て
き
ま
し
た
。本
年
度
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
一
度
も
実

施
で
き
ず
に
き
ま
し
た
が
、よ
う
や
く

二
月
二
六
日（
金
）に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

明
科
高
校
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
、明
科
高
校
の
現
状
を
見
つ
め
、明

科
高
校
の
良
い
と
こ
ろ
と
改
善
点
を

挙
げ
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
う

え
で
、「
明
科
高
校
の
魅
力
化
計
画
」

と
銘
打
ち
、
生
徒
数
減
と
い
う
現
実

の
中
で
の
今
後
の
取
組
の
可
能
性
等

に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
地
域
の
方

か
ら
は
、会
の
終
了
後
次
の
よ
う
な
感

想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
生
徒
た
ち
の
気
持
ち
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

・
今
回
出
た
話
を
今
日
で
終
わ
ら
せ

る
の
で
は
な
く
、い
か
に
実
現
し
て

い
け
る
か
が
大
事
。

・
生
徒
た
ち
の
力
だ
け
で
は
難
し
い

と
思
う
の
で
、先
生
方
に
も
大
い
に

協
力
し
て
も
ら
い
た
い
。

生
徒
数
の
減
少
は
、
今
春
の
入
学

者
選
抜
で
も
さ
ら
に
拍
車
が
か
か
り
、

不
安
な
材
料
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、

熱
い
気
持
ち
を
も
っ
た
生
徒
や
、温
か

く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
地
域
の
皆
様

の
応
援
が
あ
り
ま
す
。「
明
科
高
校
の

魅
力
化
計
画
」
に
学
校
全
体
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
文
責　

校
長　

松
村　

真
一
）

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

明
科
高
校
だ
よ
り

●
四
つ
の
対
策

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
品
を

使
用
す
る
。

③
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す

る
。

④
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力

体
制
を
作
る
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
作
動
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
！

　

皆
さ
ん
の
ご
自
宅
に
住
宅
用
火
災
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65　

、
は
料
険
保
護
介
の）
者
険
保
号
一
第
（方
の
上
以
歳
五
六

基
「
に
と
ご
年
三、
り
な
異
に
と
ご
区
村
町
市
る
い
で
ん
住

、
に
と
も
を
額
準
基
の
こ。
す
ま
れ
わ
行
が
し
直
見
の」
額
準

。
す
ま
り
わ
変
が
額
の
料
険
保
う
払
支、
て
じ
応
に
得
所計算のもとになる

支出って？

　

判
り
よ
に
得
所
の
年
前
の
度
年
当

料
険
保
の
度
年
三
和
令。
す
ま
し
定

の
回
今
（
中
年
二
和
令
は
て
い
つ
に

税
民
住
は
た
ま
告
申
定
確
税
得
所

得
所
計
合
の）
額
た
し
出
算
で
告
申

。
す
ま
し
定
決
り
よ
に
額
金

　

事
の
等
業
農、
は
額
金
得
所
計
合

雑
の
等
金
年
・
得
所
与
給
・
得
所
業

所
業
事。
す
で
額
計
合
の
ど
な
得
所

、
額
た
い
引
を
費
経
ら
か
入
収
は
得

し
を
除
控
得
所
与
給
は
得
所
与
給

控
等
金
年
的
公
は
金
年、
額
の
後
た

費
療
医
（。
す
で
額
の
後
た
し
を
除

控
養
扶
・
除
控
料
険
保
会
社
・
除
控

で
額
の
前
る
す
を
除
控
の
ど
な
除

）。
す

　

方
い
な
の
入
収
に
外
以
金
年
的
公

収
に
外
以
入
収
与
給、
が
得
所
雑
は

ぞ
れ
そ
が
得
所
与
給
は
方
い
な
の
入

。
す
ま
り
な
と
額
金
得
所
計
合
れ

※

す
ま
い
て
し
説
解
で
号
月
三
か
さ
く
い
報
広、
は
て
い
つ
に
額
準
基

※第 1・第 2・第 3 段階の保険料は、低所得者の保険料 
　負担を軽減するため、介護保険法第 124 条の 2 に基
　づき、国・県・村の公費負担により軽減されています。 
　軽減前の負担割合は 0.5・0.75・0.75 です。

所得段階 基準に対する 
負担割合

保険料
月額 年額

第１段階 0.30 2,010円 24,120円

第２段階 0.50 3,350円 40,200円

第３段階 0.70 4,690円 56,280円

第４段階 0.90 6,030円 72,360円

第５段階 1.00 6,700円 80,400円

第６段階 1.20 8,040円 96,480円

第７段階 1.30 8,710円 104,520円

第８段階 1.50 10,050円 120,600円

第９段階 1.70 11,390円 136,680円

所得段階別の保険料
　生坂村では、平成２７年度から
介護保険法第３８条に基づき、左
表のように９段階の保険料を設
定しています。
　第５段階が基準額となり、それ
ぞれの所得の段階に応じて、負
担割合を設定しています。

上記の計算はあくまで一例です。実際の控除額と異なる場合が
あります。なお、所得金額等は、申告書の控え、または所得証明書
等でご確認ください。

介護保険についての
　　お問い合わせは…

健康管理センター
【生坂村役場 健康福祉課】☎６９ー３５００

例３：夫婦 2 人暮らしで夫が農業に従事

例１：本人と息子夫婦（50代）と３人暮らし 例２：本人１人暮らし(配偶者とは死別）

例４：夫婦２人暮らしで夫の給与所得あり

夫：年金収入130万円と
農業所得30万円

妻：年金収入９0万円のみ

本人：年金収入90万円のみ
息子夫婦：　共働きで給与所得あり【住民税課税】

年金収入90万円－公的年金等控除110万円
　　　　　　　　　　　　　＝合計所得金額0円

年金収入90万円－公的年金等控除110万円
　　　　　　　　　　　　　＝合計所得金額0円 年金収入70万円－公的年金等控除110万円

　　　　　　　　　　　　　＝合計所得金額0円

年金収入130万円－公的年金等控除110万円
　　　　　　　　　　　　　＝雑所得20万円
雑所得20万円+農業所得30万円
　　－住民税基礎控除43万円
　＝課税所得金額7万円（合計所得金額50万円）

年金収入70万円－公的年金等控除110万円
　　　　　　　　　　　　　＝雑所得0万円

給与収入380万円－給与所得控除120万円
＝給与所得260万円

雑所得0万円+ｋ給与所得260万円
　　－住民税基礎控除43万円
　＝課税所得金額217万円（合計所得金額260万円）

年金収入90万円
　－公的年金等控除110万
　　　　　＝合計所得金額0円

第５段階

第６段階

第８段階

第５段階 第４段階

第２段階

①本人が住民税非課税
②課税世帯
③年金収入が
　80万円以上

①本人が住民税非課税
②課税世帯
③年金収入が80万円以上

①本人が住民税非課税
②課税世帯
③年金収入が80万円未満

①本人が住民税課税
③合計所得金額120万円未満 ①本人が住民税課税

③合計所得金額210万円以上
　320万円未満

①本人が住民税非課税
②非課税世帯
③年金収入が80万円以上120万円未満➡

➡
➡

➡ ➡

➡

本人：年金収入90万円のみ

夫：年金収入７0万円と
給与所得380万円

妻：年金収入７0万円のみ

世帯の収入

夫
夫

妻
妻

所得段階別の保険料

所得段階別の保険料
所得段階別の保険料

所得段階別の保険料

世帯の収入世帯の収入

世帯の収入
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上記の計算はあくまで一例です。実際の控除額と異なる場合が
あります。なお、所得金額等は、申告書の控え、または所得証明書
等でご確認ください。

介護保険についての
　　お問い合わせは…

健康管理センター
【生坂村役場 健康福祉課】☎６９ー３５００

例３：夫婦 2 人暮らしで夫が農業に従事

例１：本人と息子夫婦（50代）と３人暮らし 例２：本人１人暮らし(配偶者とは死別）

例４：夫婦２人暮らしで夫の給与所得あり

夫：年金収入130万円と
農業所得30万円

妻：年金収入９0万円のみ

本人：年金収入90万円のみ
息子夫婦：　共働きで給与所得あり【住民税課税】

年金収入90万円－公的年金等控除110万円
　　　　　　　　　　　　　＝合計所得金額0円

年金収入90万円－公的年金等控除110万円
　　　　　　　　　　　　　＝合計所得金額0円 年金収入70万円－公的年金等控除110万円

　　　　　　　　　　　　　＝合計所得金額0円

年金収入130万円－公的年金等控除110万円
　　　　　　　　　　　　　＝雑所得20万円
雑所得20万円+農業所得30万円
　　－住民税基礎控除43万円
　＝課税所得金額7万円（合計所得金額50万円）

年金収入70万円－公的年金等控除110万円
　　　　　　　　　　　　　＝雑所得0万円

給与収入380万円－給与所得控除120万円
＝給与所得260万円

雑所得0万円+ｋ給与所得260万円
　　－住民税基礎控除43万円
　＝課税所得金額217万円（合計所得金額260万円）

年金収入90万円
　－公的年金等控除110万
　　　　　＝合計所得金額0円

第５段階

第６段階

第８段階

第５段階 第４段階

第２段階

①本人が住民税非課税
②課税世帯
③年金収入が
　80万円以上

①本人が住民税非課税
②課税世帯
③年金収入が80万円以上

①本人が住民税非課税
②課税世帯
③年金収入が80万円未満

①本人が住民税課税
③合計所得金額120万円未満 ①本人が住民税課税

③合計所得金額210万円以上
　320万円未満

①本人が住民税非課税
②非課税世帯
③年金収入が80万円以上120万円未満➡

➡
➡

➡ ➡

➡

本人：年金収入90万円のみ

夫：年金収入７0万円と
給与所得380万円

妻：年金収入７0万円のみ

世帯の収入

夫
夫

妻
妻

所得段階別の保険料

所得段階別の保険料
所得段階別の保険料

所得段階別の保険料

世帯の収入世帯の収入

世帯の収入
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農
業
公
社
で
農
業
支
援
業
務
を
行

っ
て
い
る
木
脇
で
す
。

　

今
年
の
四
月
で
生
坂
村
に
来
て
か

ら
ち
ょ
う
ど
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
長
野
の
冬
は
神
奈
川
よ
り

寒
か
っ
た
で
す
が
、体
調
を
崩
す
こ
と

な
く
無
事
元
気
に
春
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。生
坂
村
に
来
る
ま
で

は
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
を
し
て
い
た
の
で
、

外
仕
事
を
し
て
い
る
中
で
春
の
訪
れ

を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

今
年
の
ブ
ド
ウ
栽
培
は
言
わ
れ
た
こ

と
を
言
わ
れ
た
通
り
に
行
う
だ
け
で

な
く
、
昨
年
自
身
で
経
験
し
た
こ
と

や
、生
坂
で
で
き
た
人
と
の
つ
な
が
り

を
生
か
し
て
、よ
り
良
い
ブ
ド
ウ
を
作

れ
る
よ
う
に
さ
ら
に
学
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

�
 （
木
脇　

洋
音
）

新
し
い
い
く
さ
か
大
好
き
隊
員

　

初
め
ま
し
て
。
今
年
度
四
月
一
日

か
ら
い
く
さ
か
大
好
き
隊
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
、
酒
井
節
美（
と
も
み
）
と

申
し
ま
す
。
埼
玉
県
か
ら
ま
い
り
ま

し
た
。

　

生
坂
村
へ
来
た
き
っ
か
け
は
、私
の

彼
が
ぶ
ど
う
農
家
の
研
修
生
と
し
て

農
業
公
社
に
入
る
こ
と
が
決
ま
っ
た

た
め
で
す
。そ
れ
と
同
時
期
に
、協
力

隊
で
い
か
が
で
す
か
、
と
声
を
掛
け

て
い
た
だ
き
、来
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。も
と
も
と
、長
野
に
は
趣
味
の
旅

行
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
よ
く
来
て
い

ま
し
て
、ま
た
最
近
は
登
山
も
や
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
、身
近
に
感
じ
て
い

ま
し
た
。
た
だ
、
実
際
に「
住
む
」
と

な
る
と
、ど
の
よ
う
な
生
活
に
な
る
ん

だ
ろ
う
…
と
、ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

実
際
に
住
み
始
め
て
み
て
、ま
ず
夜

空
の
星
の
多
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。自

に
喜
び
を
感
じ
て
顔
が
に
や
け
て
し

ま
い
ま
す
。

　

ブ
ド
ウ
の
収
穫
を
終
え
た
後
の
冬

の
時
期
は
、
来
年
に
向
け
た
準
備
と

し
て
土
づ
く
り
や
圃
場
整
備
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。昨
年
、発
芽
か
ら
収
穫

ま
で
作
業
を
行
う
な
か
で
見
え
て
き

た
園
の
改
善
点
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

自
分
で
考
え
、
周
り
の
人
に
相
談
さ

せ
て
も
ら
い
な
が
ら
行
っ
て
い
く
過

程
は
、と
て
も
楽
し
く
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
に
は
ミ
ニ
バ
ッ
ク
ホ
ー
の

免
許
を
取
り
ま
し
た
。
農
業
を
始
め

分
が
育
っ
た
市
も
、割
と
田
舎
の
方
で

し
た
の
で
、東
京
に
比
べ
れ
ば
か
な
り

多
く
の
星
が
見
え
て
い
た
の
で
す
が
、

そ
れ
を
遥
か
に
超
え
る
星
の
数
で
、ま

る
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見
て
い
る
よ

う
で
し
た
。そ
し
て
、思
っ
た
よ
り
も

不
便
を
感
じ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

お
店
が
村
内
に
は
少
な
い
の
で
、安
曇

野
や
池
田
町
の
方
に
買
い
物
に
行
く

こ
と
も
多
い
で
す
が
、信
号
が
少
な
い

の
で
二
十
数
キ
ロ
を
走
っ
て
も
あ
ま

り
時
間
が
か
か
ら
ず
、車
で
走
る
の
が

好
き
な
私
に
と
っ
て
は
、良
い
ド
ラ
イ

ブ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

勤
務
し
て
す
ぐ
に
村
内
を
案
内
し

て
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、南
北
に
長

い
の
で
結
構
色
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る

ん
だ
な
、と
思
い
ま
し
た
。ま
だ
ま
だ

知
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
な
の
で
、休
日

な
ど
を
利
用
し
て
、生
坂
村
内
を
色
々

と
見
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、大
好
き
隊
で
は
、児
童
館
で

の
教
育
支
援
が
メ
イ
ン
の
仕
事
に
な

り
ま
す
。
小
学
校
の
大
半
の
児
童
た

ち
が
通
っ
て
い
る
と
聞
い
て
、ま
だ
実

際
の
業
務
に
は
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
今
か
ら
子
供
た
ち
に
会
う
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
に
入
っ
て
す
ぐ
入
園
式
、入
学

式
が
あ
り
、そ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て

式
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

生
坂
村
の
元
気
な
子
供
た
ち
を
見
て
、

児
童
館
で
は
ど
ん
な
顔
を
見
せ
て
く

れ
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
の
仕
事
で
教
育
関
係
に
は
い

た
の
で
す
が
、直
接
触
れ
合
う
の
は
初

め
て
な
の
で
、早
く
子
供
た
ち
の
顔
と

お
名
前
を
覚
え
て
、児
童
館
の
一
員
と

し
て
従
事
で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

　

小
学
生
の
お
子
様
が
い
る
ご
家
庭

に
は
特
に
お
会
い
す
る
こ
と
も
出
て

く
る
と
思
い
ま
す
が
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

生
坂
村
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
も
何
か
の
ご
縁
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。引
越
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
分

か
る
生
坂
村
の
良
い
と
こ
ろ
を
大
事

に
し
、発
展
さ
せ
て
い
き
な
が
ら
、ま

た
そ
れ
を
子
供
た
ち
に
も
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。　

　

そ
し
て
、子
供
た
ち
か
ら
も
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
一
緒
に
成
長

し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
一
年
間
の
任
期
で
す
が
、よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
酒
井　

節
美
）

37
（通巻95号）

二
年
目
の
ぶ
ど
う
作
り

に
向
け
て

酒井　節美

る
ま
で
は
ま
さ
か

自
分
が
重
機
の
操

縦
を
す
る
機
会
が

あ
る
と
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た
の
で
、

思
わ
ぬ
成
長
に
驚

き
を
感
じ
て
い
ま

す
。
東
京
の
家
族

や
友
達
か
ら
も
驚

き
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

二
年
目
と
な
る
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食生活改善推進協議会★おすすめレシピ

「鶏肉と野菜のとろみ煮」のレシピをご紹介します。鶏肉に片栗粉をまぶすことによって、仕上がり
がしっとりと柔らかくなり、調味料が肉に絡みやすくなります。汁にとろみがつくため、食材のうま
味を閉じ込めてくれます。この１品でいろいろな栄養が取れますので、簡単にバランスよく食べた
い方にもおすすめです。ぜひご家庭でお試しください。

【作り方】

① 鶏肉は1㎝厚さの一口大のそぎ切りにする。Ⓐをまぶ

してしばらく置く。

② しいたけは石づきを取って、半分に切る。にんじんは5

㎜厚さの輪切りにする。小松菜は熱湯で下ゆでして、

4㎝長さに切る。

③ 鍋にだし汁を煮立てⒷを加え、にんじんとしいたけを

加えて、蓋をして弱火で８分ほど煮る。

④ ①の表面に片栗粉をまぶし、③に加えて煮る。鶏肉に

火が通ったら、小松菜を加え、ひと煮立ちさせる。器に

盛り付け、お好みでわさびを添える。

【食事バランス】

※この料理にご飯と野菜のおかずを組み合わせると

　バランスよく食べられます！

鶏肉と野菜のとろみ煮主菜+副菜

１人分  栄養価

エネルギー　163kcal

たんぱく質　19.1g

脂　　　質　1.6g

食塩相当量　1.8g

材 料（4人分）

鶏むね肉（皮なし） 280g

　　 塩 少々

　　 酒 大さじ１

片栗粉 大さじ２

にんじん １本

しいたけ ６個

小松菜 160g　

だし汁 500ml

　　 しょうゆ 大さじ２

　　 みりん 大さじ２

　　 砂糖 小さじ２

わさび 適宜

Ⓐ

Ⓑ
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作業内容 単　位 標準金額 説　　　明

耕

耘

作

業

水　田

耕 起

10a

6,520 円
ほ場１枚につき 10ａ未満 10％割増し
ほ場１枚につき 5ａ未満 15％割増し
（一貫作業 17,630 円）

荒 代 4,590 円

植 代 6,520 円

畑 耕 耘 6,520 円 10a 未満 10%増・5a未満 15%増

田 植 機 作 業 10a 8,150 円
10 ａ未満 10％増・5ａ未満 15％増
委託者側で手番１名つける
手番無しは 1,500 円加算

収

穫

作

業

コンバイン

カッター付

作 業

稲

10a

20,170 円
10a 未満 10%増・5a未満 15%増
倒伏 10％〜 30％増
ワラ結束 2,500 円増

麦 10,000 円 10a 未満 10%増・5a未満 15%増
倒伏 10％〜 30％増

大 豆 6,000 円 10a 未満 10%増・5a未満 15%増

そ ば 6,000 円 10a 未満 10%増・5a未満 15%増
倒伏 10％〜 30％増

乾

燥

籾 乾 燥 料

麦 乾 燥
60kg

1,380 円 水分 20％以上� 運賃別途

1,140 円 水分 17％以上 20％未満� 〃��　

780 円 水分 17％未満� 〃��　

播 種
作 業 ロータリーシーダー 10a 8,870 円 委託者側で補助 1名つける

種子・堆肥は委託者が用意

大 豆
脱 穀 ス レ ッ シ ャ ー 10a 4,200 円 委託者側で補助１名つける

5a未満は 20％割増

大 豆
選 粒 選　　� 粒　　� 機 1kg 15 円 作業人数４人程度で行う

畦　 塗　 機　 作　 業 1ｍ 　71円 水田

※圃場の出入り口・傾斜により作業ができないことがありますので、事前に確認をお願いします。

農業公社では、農作業の受託を行っています。
委託を希望される方は農業公社（☎ 69-3431）までご連絡ください。

令 和 3 年 度 農 作 業 料 金 表

公益財団法人生坂村農業公社【令和 3年４月１日より適用】

　農作業料金表は安曇野市、安曇野市農業委員会、JAあづみ各地域営農センター、川手地区営農セン
ターの料金に統一しています。
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世
界
中
が
コ
ロ
ナ
禍
で
一
歩
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
日
々
で
し
た
が
、よ
う
や

く
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
見
通
し
が
た
ち
、

動
き
出
し
た
様
に
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

か
あ
さ
ん
家
で
働
き
始
め
て
五
年

目
と
な
り
、
主
に
は
直
売
所
の
レ
ジ

を
打
っ
て
い
ま
す
。
朝
か
ら
、
う
ど
ん

を
打
つ
音
、
蒸
し
器
か
ら
こ
ぼ
れ
る

湯
気
の
中
で
か
あ
さ
ん
家
名
物
の
お

ま
ん
じ
ゅ
う
、
そ
し
て
お
や
き
作
り

に
手
早
く
作
業
す
る
人
達
や
食
堂
の

仕
込
み
を
す
る
人
な
ど
、
と
て
も
あ

わ
た
だ
し
い
で
す
。
そ
ん
な
中
予
約

電
話
も
鳴
り
響
き
、
店
長
や
副
店
長

は
対
応
に
大
忙
し
で
活
気
に
満
ち
た

い
つ
も
の
朝
の
風
景
で
す
。

　

加
工
施
設
で
も
、豆
腐
や
味
噌
、菓

時
開
店
と
同
時
に「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
」、「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」
の

声
で
一
日
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

我
先
に
と
、お
や
き
、お
ま
ん
じ
ゅ

う
な
ど
を
買
い
求
め
ら
れ
、
特
に
甘

梅
は
大
好
評
で
す
。
本
当
に
う
れ
し

い
光
景
で
す
。
道
の
駅
の
一
角
で
も

あ
る
の
で
村
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
県

内
外
か
ら
も
大
勢
お
い
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

東
信
方
面
で
は
佐
久
市
、
上
田
市

ま
た
南
信
方
面
で
は
駒
ケ
根
市
、
諏

訪
市
な
ど
か
ら
二
度
、
三
度
と
来
て

い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
そ
ん
な
お
客
様
達
の
た
め
に

も
常
に
明
る
さ
と
笑
顔
を
心
が
け
、

品
物
の
説
明
、
食
べ
方
、
手
軽
な
調

�※�農業機械を積載車により、運搬する場合は別途燃料代500円をいただきます。
　�なお、運搬後、キャンセルにより機械を使用しない場合であっても燃料代500円は徴収いたします。
※�要免許は、使用にあたって、運転資格が必要となります。

【使用に関して】機械使用後は、点検を行い、必ず燃料を補充して返却してください。

レンタル農業機械使用料金表

「
希
望
の
年
」に
向
か
っ
て
笑
顔
で

頑
張
り
ま
す
！
か
あ
さ
ん
家  

柳 

澤  

哲 

子

機械等名称 金　額

1 トラクター�20PS 4,000 円

2 トラクター�30PS 5,000 円

3 運　搬　車 2,000 円

4 大型ハンマーモアー 4,000 円

5 小型乗用モアー 3,000 円

6 スピードスプレイヤー
（500･600､ 丸山） 7,000 円

7 管　理　機 1,500 円

機械等名称 金　額

8 ワラきりカッター 2,000 円

9 グレーンタンク 5,000 円

10 刈払機（女子限定） １回�500 円

11 トラクター（女子限定） 3,000 円

12 手押し運搬車 1,000 円

13 ミニバックホー 3,000 円

■１日当り（８Ｈ）　※半日使用の場合は、表記の半額となります。

※要免許

子
類
な
ど
の
加
工
品
の

ほ
か
、
季
節
ご
と
に
梅

漬
け
、
野
沢
菜
漬
け
な

ど
、
二
〇
代
か
ら
八
〇

代
の
女
性
約
三
〇
名
が

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん

で
働
き
、
安
心
安
全
な

食
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

直
売
所
に
作
り
た
て

の
食
品
が
運
ば
れ
る
九

理
方
法
な
ど
お
伝
え

す
る
の
に
時
間
を
費

や
し
な
が
ら
レ
ジ
を
打

っ
て
い
ま
す
。
最
近
で

は
、
直
売
所
の
野
菜
等

も
「
生
坂
産
」
が
た
く

さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
来
店
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
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■
図
書
室
利
用
案
内

◆
開
館
時
間
…

・
月
曜
～
金
曜
＝
一
〇
時
～
一
八
時

・
土
曜
＝
一
〇
時
～
一
七
時

◆
定
休
日
…
毎
週
日
曜
、
祝
祭
日
、

第
三
金
曜
日
、
年
末
年
始
（
一
二

月
二
八
日
～
一
月
四
日
）、
特
別

整
理
日
（
年
一
回
、
七
日
以
内
の

休
館
で
、
日
に
ち
は
館
長
が
決
め

ま
す
。）

　
　

貸
出
点
数
及
び
貸
出
期
限
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
点
数
の
増
加
と
期

限
の
延
長
を
し
て
お
り
ま
し
た
が

新
年
度
も
継
続
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

◆
貸
出
点
数
…
一
人
八
点
ま
で

◆
貸
出
期
限
…
三
週
間
以
内

◆
利
用
申
込
…
所
定
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
職
員

に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
初
回
は
、

無
料
で
図
書
カ
ー
ド
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
紛
失
さ
れ
た
場

合
の
再
発
行
は
、
一
〇
〇
円
が
必

要
で
す
。）

◆
返
却
方
法
…
返
却
す
る
資
料
は
、

カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
図
書
室
が
休
館
し
て
い
る
時

は
、
児
童
館
玄
関
の
左
側
に
、「
時

間
外
返
却
口
」
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
へ
返
却
を
お
願
い
し

ま
す
。
付
録
付
き
（
Ｃ
Ｄ
や
型
紙

な
ど
）
の
資
料
は
、
必
ず
カ
ウ
ン

タ
ー
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
相
互
貸
借（
そ
う
ご
た
い
し
ゃ
く
）

　

図
書
室
に
な
い
本
で
も
、
他
館
か

ら
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
相

互
貸
借
と
い
い
ま
す
）。

　

生
坂
村
図
書
室
が
提
携
し
て
い
る

相
互
貸
借
館
は
、

・
県
立
長
野
図
書
館

・
松
本
市
図
書
館

・
生
坂
中
学
校
図
書
館

・
生
坂
小
学
校
図
書
館

　
　

で
す
。提
携
し
て
い
な
い
館
の
所

蔵
す
る
本
で
も
、場
合
に
よ
っ
て
は

借
り
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　

図
書
室
に
な
い
本
も
、
お
気
軽

に
司
書
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

そ
の
他
、
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
い
つ
か

読
も
う
と
思
っ
て
い
た
本
に
、
ぜ

ひ
出
合
い
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

き
ま
し
ょ！

図
書
室

　　　　　　　　月日 ４月 ５月

事務・施設など ２９（木） ３０（金） １（土） ２（日） ３（月） ４（火） ５（水） ６（木）

一般事務 休み 休み

戸籍事務
出生・婚姻・死亡の届け、埋火葬の許可などの受け付けは行っています。

埋火葬許可事務

火葬場業務
通常営業

やまなみ荘

いくさかの郷
通常営業 休み

かあさん家

高津屋森林公園 通常営業

歯科診療所 休み

社会福祉協議会 休み

保育園 休み 土曜保育 休み

なのはな 休み 休み

Ｂ＆Ｇ海洋センター 休み

児童館 休み 休み

小学校・中学校 休み

村営バス（周回バス） 休み 休み

ゴールデンウィーク中の村の業務

※詳細は、担当する機関・施設にお早めにお問い合わせください。

（4月12日現在）
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不
動
産
の
登
記
、
年
金
、
道
路
や

農
地
な
ど
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
の

相
談
、
ま
た
弁
護
士
や
税
理
士
な
ど

専
門
家
へ
の
相
談
が
で
き
る
一
日
合

同
行
政
相
談
所
を
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
予
約
受
付
期
間

　

五
月
七
日
（
金
）
～

　

五
月
一
八
日
（
火
）
ま
で

　

予
約
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
次
第
受

付
終
了
と
な
り
ま
す
。

◆
日
時　

五
月
二
八
日
（
金
）

　

午
前
一
〇
時
三
〇
分
～

　

午
後
三
時
三
〇
分
ま
で

◆
場
所

　

井
上
百
貨
店 

七
階 

催
事
場

　
（
松
本
市
深
志
二
-三
-一
）

◆
参
加
予
定
機
関
な
ど

　
・
長
野
地
方
法
務
局
・
長
野
県
・

年
金
事
務
所
・
弁
護
士
ほ
か

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
省
長
野

行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
〇
二
六
-二
三
五
-一
一
〇
〇

◆
応
募
資
格　

　

満
二
〇
歳
以
上
の
方
で
、
犀
川
に

接
す
る
機
会
が
多
く
、
河
川
愛
護

に
関
心
を
お
持
ち
の
方

◆
活
動
内
容

　

犀
川
に
お
け
る
河
川
の
利
用
状
況

や
河
川
環
境
に
関
す
る
意
見
な

ど
、
最
低
月
一
回
報
告
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
任
期　

令
和
三
年
七
月
一
日
～

　

令
和
四
年
六
月
三
〇
日
ま
で

◆
募
集
人
員　

若
干
名

◆
報
酬　

月
額
四
，
五
八
〇
円

◆
応
募
締
め
切
り

　

令
和
三
年
五
月
二
四
日
（
月
）

◆
応
募
方
法

　

指
定
の
応
募
用
紙
に
よ
り
郵
送
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
、
モ
ニ
タ

ー
募
集
係
に
応
募

◆
応
募
用
紙
及
び
募
集
要
領
の
入
手

方
法

　

千
曲
川
河
川
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
手
続
・
募
集
」
か
ら
応
募

用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ

　

五
月
二
三
日
（
日
）
に
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た
村
民
運
動
会
で

す
が
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
中
止
と
し
ま
す
。
そ
の
他
の
公

民
館
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
例
年
ど

お
り
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

の
状
況
に
よ
り
、
規
模
縮
小
・
延
期
・

中
止
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

り
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
・「
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

応
募
用
紙
希
望
」
と
次
の
募
集
係

に
請
求

◆
送
付
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
三
八
〇
-〇
九
〇
三　

　

長
野
市
敦
賀
字
峰
村
七
四
番
地　

　

国
土
交
通
省　

千
曲
川
河
川
事
務

所　

占
用
調
整
課
内　

河
川
愛
護

モ
ニ
タ
ー
募
集
係

　

☎
〇
二
六
-二
二
七
-七
七
六
八

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

〃　
　

四
〇
七
一

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
残
高
を
確
認
し
振
替
日
の
前
日
ま
で
に

ご
入
金
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
振
替
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
翌
月
一
五
日
※
に
再
度
振
り
替
え

ま
す
。

　

※
振
替
日
が
休
日
の
場
合
は
、
そ
の
前
の
平
日
に
振
り
替
え
ま
す
。

住
民
税

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

保
育
料

水
道
・
下
水
道
料

合
併
浄
化
槽
使
用
料

納付書払い
（納入期限）
口座振替日

4月分 ● ● ● ● 4月30日

5月分 ● ● ● ● ● ● 5月31日

6月分 ● ● ● ● ● ● 6月30日

7月分 ● ● ● ● ● ● 8月02日

8月分 ● ● ● ● ● ● 8月31日

9月分 ● ● ● ● ● 9月30日

10月分 ● ● ● ● ● ● ● 11月01日

11月分 ● ● ● ● ● 11月30日

12月分 ● ● ● ● ● ● 1月04日

1月分 ● ● ● ● ● ● 1月31日

2月分 ● ● ● ● ● ● 2月28日

3月分 ● ● ● ● ● 3月31日

令和3年度 税金・料金納入のお知らせ

松
本
一
日
合
同
行
政
相

談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

募
集

村
民
運
動
会

中
止
の
お
知
ら
せ



生坂村ホームページ

ご入園・ご入学
　　　おめでとうございます

　

生
坂
保
育
園
で
は
、四
月
五
日（
月
）

に
入
園
式
が
行
わ
れ
、
新
入
園
児
九

名
が
新
た
に
加
わ
り
、
全
園
児
三
七

名
が
入
園
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
上
條
園
長
が
新
入
園
児

に「
先
生
や
お
友
達
と
い
っ
ぱ
い
遊
ん

で
体
も
心
も
頭
も
大
き
く
な
っ
て
く

だ
さ
い
。
給
食
で
は
、炊
き
立
て
の
温

か
い
ご
飯
が
待
っ
て
い
ま
す
。い
っ
ぱ

い
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
く
だ
さ
い
。」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
、ひ
ま
わ
り
組（
年
長

五
歳
児
）、
た
ん
ぽ
ぽ
組（
年
中
四
歳

児
）、
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
組（
年
少
三
歳

児
）、つ
く
し
組（
三
歳
未
満
児
）の
園

児
た
ち
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
で
記
念

撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

生
坂
小
学
校
と
生
坂
中
学
校
の
入

学
式
は
、
満
開
の
桜
の
花
が
門
出
を

祝
う
か
の
よ
う
な
四
月
六
日（
火
）に

そ
れ
ぞ
れ
の
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

小
学
校
で
は
、男
子
一
〇
名
、女
子

三
名
の
計
一
三
名
の
元
気
な
一
年
生
が

保
護
者
と
共
に
満
面
の
笑
顔
を
浮
か

べ
な
が
ら
初
登
校
を
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、男
子
五
名
、女
子
五

名
の
計
一
〇
名
の
新
入
生
が
先
輩
方

に
迎
え
ら
れ
、こ
れ
か
ら
始
ま
る
中
学

校
生
活
に
期
待
で
胸
を
膨
ら
ま
せ
な

が
ら
緊
張
し
た
面
持
ち
で
入
学
式
に

臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
入
園
・
入
学
式
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
の

た
め
時
間
を
短
縮
し
、来
賓
の
皆
様
の

参
列
を
ご
遠
慮
し
て
い
た
だ
く
な
ど

通
常
よ
り
縮
小
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

瀧澤 恵
め ぐ む

夢 ちゃん（1歳）
上生坂／翼・さおりさん

こんげつの

いい顔

外で遊ぶの　　大好き★


